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二化蟆虫第1化期發峨最盛日の取り方に開する研究

り
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二化旗虫の發生豫察に関しては征之論議されて除り兄られない。而して1化期被密の多少は，越
來たが，未だその確立を見ない。年虫からの發蛾の早晩と密接な関係を有して居る

長卿縣の北信（善光寺平）と中信（松木平）にので，之が.Iil晩を･際察する聯が極めて心要であ
於ては節1化期の被害が多く，第2化期の被害はる。

第1表二化旗虫第1化期誘峨の早晩と被審歩合との関係

（1）下水内郡柳原村に於ける調交
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藩は典え得られぬ現状である。現在は一應最も誘

峨の多かった5日間の『I』心日をもって發峨最盛日

とされてはいるが，これに對しては他の地方は別

として，長野に於ては適用11I來ない。即ち落し長

野に於ける豫察燈に誘峨した湫況をもって，發峨

城盛日を桧討するとせば，昭和6年より23年まで

弓胤即ち第1表の様に，誘峨の堂よりも誘蛾の早晩

が破害に大きな関係を有するわけである。そこで

問題となるのは誘峨最盛期の取り方であって，發

峨の早晩を豫察するには根本問題である。ところ

がこの最盛日の取り方にば各方面に種zぐの意見が
あり何れを以て漁峨の最盛日とするか，明確な回

～
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’3
二化螺虫錐1化期發蛾般盛日の取り方に関する研究

（3）丘陵型，誘峨の盛期が何時であるか判別出

引け，瀧に小さい山が胤立する型，即ち昭和22年

の様な年である。

これに依って明かな様に正常型即ち箪峰型年の

みと取扱えば問題は生じないのであるが，長年月

誘蛾数を取扱って見ると色凌の年に辿遇するので

ある。何故にこの様な發生型を生ずるかと言う事
＆

は未だ不明で，之が原因を探究する必要のあるこ

とは言を俟たないが，之等様産の型をする色燕の

年を一鎌式を以て誘峨股盛日を判定する事は瀧然

の18年間槻察した，第’化期の誘峨)伏況を見る

に，第’岡の獄に大腱3つの型をとるものであ

る。

（,）蝿峰型，誘蛾状況が一つの山をなし，明確

に發蛾の妓盛が何日かを，知られる型の年は昭和
6,7,9,10,11,12'13,14''5'16'18,20,21年

である。

（2）双峰型，これは節’化の,誘峨が二つの山を

なし，いづれの山を以て發蛾最盛日とするか判断

に苦しむ糠な型の年である。昭和23;19,17,8年。
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第1岡一化螺虫魏1化期総峨状況
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1日より8月5日までを第1化期誘峨全期間と●

し，この97日間を基礎として平均誘峨最盛日を算

定することにした（第3表備考1参照）。つまり

難点のある所である，その難点を如何にして繩足

さすべきかが大きな狙ひでもある。

そこで長野に於ては誘峨最盛日の決定は，5月

ー
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５
６
３
１
８
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０
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０
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の他月夜，幡夜共他種交の局地的影響に依って誘

峨に鍵動があると恩はれる。自然界に於て發蛾の

壷と，誘峨の鐘とが果して一致して居るかと云う

短期間中のみの誘峨数を以て發峨最盛日を決定す

る事は安當ではないからである。例えばその期間

IIIに降雨及低温障害，その逆に淵暖,無風多漁,共

一一一
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剛即ち躍峰7卿のものは兎も角，双峰剛，丘陵型の

年があると一屑その感を深くするものである。

第3表は昭和6年から23年まで18年間の冬年に

於ける各租の誘蛾股盛日を現したものである。

事である。

t吾掩は誘峨の多少，¥晩だけでなく，發蛾の多
少，坪晩を知らんとするのがにI的である。である

から出來得る限り短期間の障害をさけ得られる方

法を以て發峨最盛日を決定したいのである。正常

第3表各稲二化旗虫第一化期誘蛾蛾壗Iヨ 星

一

洲|強察燈誘蛾
誘雌晩期間

一一一一＝－■ ‐‐←

態察燈誘蛾雌盛日
Iド頑

1日雌妓多3日最多5日全期間誘蛾嘘111蛎峨
期IMI驍期Iﾊ｜

多月日間中心日間中心日．I畠均日『1J心日「l!心Iヨ目｜至、 初日庭〔昭和〕＝、
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０

２
２
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“
認
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備考(1)’全期間zI堂均誘峨最盛期日とは第1化期誘蛾全期間中(5月1日より8月5日までの97日間〕毎日の

誘峨数に日付を乘じて得られた数を更に誘峨全期間に亙り積節し，これを全誘峨数で除したもの。即ち全誘峨期間の

全誘峨數を算術李均によって得られた誘峨最盛日を云う。

②，誘峨盛期間平均誘峨最盛日とは任意に誘峨職切間〔急に多数の誘峨の始まりし日より急に降下する日まで〕
を取り，その期間の各日毎の誘峨数に日付を乘じた数を職算し全誘峨数で除した，いわゆる算術平均に依って得られ
た誘峨最盛日を云う。

(3)，準誘峨盛期間平均誘峨最盛日とは'3日間の中2日以上が'0匹以上の誘峨のあった初日より，3日間の中3日
以上が'0匹の誘峨の綾かなくなった最後の日までを取り，その期間の各日毎の誘蛾数に日付を乘じた数を赦鄭し全誘
峨数で除した，いわゆる算術平均によって得られた誘峨最驍日を云う。

例
し

別に長野市長野縣立農事試醗場に於て毎日襯測

した最低淵度を基礎とし，3月より5月末までの3

月間，或は4月中旬より6月末まで,叉は5月の平
均最低温度を知り,『更に毎白の最低温度より100｡

を差引いた温度即ち毎日の10C･以上の最低温度
を3,4,.5月の3月間合計したもの,或は5月の1

ヶ月間を合計した温度を知り（銘4銭），この淵度
と二化蟆虫第1化期誘峨最盛日との間に如何な:る

－

●■一

一



7二化瞑虫擁1化期發蛾最盛日の取り方に関する研究

第4表般低淵庇〔長野I除立僻l職瞼嶋剛測〕

P
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1日平均般低淵艇C° i毎日の10C･以・上の最側脚職算
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相関関係があるかを計蝉して見ると銘'5表の糠である。 《

I

第5表二化旗虫第1化期誘蛾最盛日と淵座との相関
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5.舎日､Wル帥心‘,日
一一一ｺ一戸一一一

〔昭和6年より昭和23年までの18年間調査〕

〔昭和6,マグ1曲,職17,18年）と少しく差と生ず

る年〔昭和8,跡地12,15,16,19,20,21年）と

相鴬多きな開きを生ずる年（昭和14,”,23年〕

と《､名種調悲に．よって知!られる獄に誘峨最盛日

は取り方に依って各種の日を得られるのである。

即ち各繊棚職盛日が大差なく犬休一致する年
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とがある。均溺蛾最雛日をとって行きたいと思う。之等の蝉

そこで之等の各種I誘峨最盛日を扱って氣象との定誘蛾最盛日に依って發蛾股盛日を溌想すると4
相関を係を求め，特に関係の深いものを掲げて兄月中旬より5月末までの一日平均最低温度との間
ろと案外一定した結論が得られる様に恩はれる。に扣悩深い負の和関易く係(-0.65)が得られ，こ
即ち色之の氣象要素を取扱った場合長期間の塊定の期間のL温度が商い年は發蛾股盛口が』ILく，低い
誘峨最盛日は何れも略同一の関係度を認められる年は遅い結果となる。
が’5日間の最多誘蛾中心日では，その関係度合これは發蛾最盛日を扱ふ一・つの考え方であって
が低く塚本螺にては之を以て誘峨最盛日とするの股上のもので無いことは云ふ迄もない。
は雷を得な''塞ものと思う。〔長野聯立脚職鹸場〕
よって全期間平均誘峨最朧日叉は諦峨朧期間平

Ｉ
Ｉ
Ｊ

稻苞虫の寄生数と減收との關係

対
●

開谷一．郎・災刑好三

稻也虫は年3回の發生をするが就中稻に大きな
被害を及ぼすのは第2世代の幼虫である。
即ち稻苞愚は幼錨態で川端沼附近に自生する
カヤ，クサヨシ等の禾本繩雅草に越冬し，早赤よ
りこれ等の幼芽を食しつム生長し，5月下旬乃至
6月頃に姉化し,6月上,中旬に新成虫が羽化して
山間地帯の6月上旬頃挿執した早柚地帯の稻に錐
り第1世代の産卵をする。

この6月中旬の卵は7日内外で孵化し，幼虫は
雅藻を巻き，中で喰害しつム生長し，7月上中旬
頃畑化する，然して7月中~F旬頃羽化じF坦部の
6月~F旬乃至7月上旬頃の遅く挿秋した稲に第2
世代の産卵をする。、

7月下旬より8月上旬が第2世代孵化の股盛期
で8月中旬は幼愚が盛に稻を喰害する。この加害
が稻の生育を甚しく阻害し減收となる。

第2世代幼虫の成長したるものは催長1．2寸位
となり8月下旬に師化する，この第2世代幼虫喰
筈時期に放置しておくと後で述ぺるが,磯生の多・
ぃ年には”％も減收する。8月下旬に蝿化したも
のは7～10日間で羽化し,羽化した成迩は高冷地の

蕎麥,高山の草花等の蜜を採り10月には川端,沼等

のカヤ,クサョシ等の禾本科雑草の葉面に産卵し
それから孵化した幼躍態で越年するものである。

我盈が問題とするのは初めに少しく述べた様に

第2世代幼虫期の喰害である。此の時期に防除し

たものと，放澄したものとでは幼虫数並に收遼に

相'激の差を生ずる。・

長野縣下には常に發生する地方，時乏發生する

地方,稀に發生する地方,發生しない地方の4に分

けることが出來ろ。その常に發生する下水内郡柳

原村南條に於て,昭和10年以來23年まで14年間,毎

年同一田に畿内早生22號を5月8日に播種し,6月

20日に坪90株（畦巾1尺,株間4寸），1株3本植

とし,施肥も毎年反懲堆肥300没，石次窒素4負，

木次10賞，過燐酸石次4賀を元肥とし，7月25日

に硫酸アンモニア反徴3貫を追肥とし，その他栽

嬬法は同一に取扱ひ，一方の区は8月1日に8斗

式ボルドウ液1斗に砒酸鉛15匁，リノー0.25勺を

加え，反営6斗の割合に撒布し，他の腿は藥齊1を

撒布せず無虚理とし，毎年8月30日に各区の中央

に於て長方形に3坪内の苞虫幼虫加害苞数を調在

し，幼錨加害"呪を知り，更に成熟期に9坪宛刈

取り，玄米の收量を測り，無虎理区と防除区との

收量差を知り，この收量差と苞虫幼虫の加害数と

の関係を計算し，加害虫1，匹儲りの減收量を算出
したのであるb､

したがって苞虫幼虫寄生の多少による減收量即

l
i
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